
２０１５年度 年主題〈平和をつくる〉
0･1･2歳児６月主題 ｢わくわくする｣ 3･4･5歳児６月主題 「おもしろい」

月のねがい 月のねがい

◎園生活に慣れ、安心して過ごす ◎遊びや生活の中で、自分の気持ちを伝えようとする

◎保育者や身近な友だちと好きな遊びを楽しむ ◎身近な自然・生き物や様々な素材にふれる

◎さんびかに親しむ ◎聖書の話やさんびかに親しむ

ふかいぃうなずき「ほぉ～～！」

初夏のきらきらした日差しから、せんだんの木がやさしい木陰を作ってくれてい

ます。その園庭で、シャボン玉や積み木遊びを楽しんでいる子どもたちったちです。

それは４月初めの出来事でした。年長の男の子たちが、ブロックで楽しく遊んだ

のはよかったのですが、うまく片付けられず、悪戦苦闘してやっとの思いでカゴに

収めることができたことがありました。

そして５月末、久しぶりにそのブロックを園庭

に広げて遊んでいました。お片付けのアナウンス

が園庭に流れ始めたので、さて今度はどうして

るかな？と見てみると・・・。ナント！前回の経験

が生かされたのでしょうか、ブロックをきれいに並べて片付けている年長の男の子

たちの姿がありました。「へぇ～やるじゃない！」と褒めていたら、残り１０個くらい

のブロックがなかなかうまくカゴに収まりません。またもや試練の始まりです。パズ

ルをはめるように、あ～でもない、こ～でもないと、知恵を絞る子どもたち。しばら

くして、「これでいいんじゃない!」とスッキリはまったのです。その時でした。それを

見ていた子が「ほぉ～～！」と深く感嘆のうなずきをしたのです。その何とも言え

ない共感のうなずきは、聞いていたこちらの方が感激してしまうほどでした。

６月の主題に「おもしろい」「自分の気持ちを伝えようとする」とあります。子ども

同士で、「それおもしろいね！」「すてきだね!」と共感出来ることはなんと幸せな

瞬間でしょう。

今回の「ほぉ～！」は、ちょっとタイヘンなことを体験をた後だからこそ生まれ

た、深いぃ素敵なうなずきになったのだと思います。 園長

６月の行事予定

6 日(土) 家族の日参観

10 日(水) 海あそび・弁当日

18 日(木) 海あそび・弁当日

７月の行事予定

七夕訪問

2 日(木) プール遊び(市営プール)

8 日(水) プール遊び(市営プール)弁当日

14 日(火) 給食試食会（あい組）

15 日(水) 給食試食会（のぞみ組）

16 日(木) 誕生会(6･7･8 月生まれ)

17 日(金) 一学期終園日

11･12 日 お泊り保育(年長児)

幸せになる”脳はだっこで育つ”－強いやさしい賢い子にするスキンシップの魔法－
山口 創 著

子どもが小さければ小さいほどスキンシップの果たす役割は またその反対に、「もう赤ちゃん期を過ぎたから､スキン

大きくなりますが、なかでも出産直後から、生後一年くらい シップするのに手遅れ」なんてことも全くありません。スキ

までは親からのスキンシップがとても重要です。 出産後、 ンシップが足りなかったと思ったら、何歳からでも大丈夫で

早くから子どもに触れることはお母さん、お父さんにとって すので、足りなかったものを取り戻すために、こちらからも

もよいことで、子どもに対する愛情が自然に高まります。親 思う存分スキンシップして下さい。

との愛着関係を築くのに特に重要なのが生後半年から２才ぐ さらに、「自分こそ子どものころ、スキンシップが足りな

らいまでです。 かったのかもしれない」と気づいたお母さん、お父さんがい

愛着関係とは、”特定の養育者との間に作られる心のきず らっしゃるかもしれません。

な”をいい、愛着関係が上手く築かないと、成長してからさ けれども大人もスキンシップに手遅れはないのです。子ど

まざまな精神的障害や問題行動が出てくることが知られてい もと楽しく触れ合うことで、親もスキンシップの恩恵をたく

ます。 さん受けることが出来るのです。

それだけに乳児の時期の温かなスキンシップは、子どもの

発達に大きな意味と役割をもちます。 （※次回は”愛情ホルモン「オキシトシン」とは？”につい

触覚の研究では、人は｢スベスベ｣｢やわらかい｣の二つの要 て掲載します。）。

素に対してもっとも気持ち良さを感じることが分かっていま

す。 ※子育て支援として、親

その特徴を２つとも兼ね備えているのが赤ちゃんの肌です。 子ベビーマッサージや、

赤ちゃんの肌がスベスベして柔らかいのは、親から触られる 親子触れ合い遊びを実施

ため、たくさん抱っこされて愛してもらうためなのかもしれ しています。詳しくは園

ません。ですから「何をしても赤ちゃんだから分からない」 にお尋ねいただくかホー

と考えず、いっぱいスキンシップをして下さい。 ムページをご覧下さい。
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長

今月の聖句 「わたしたちは互いに愛し合いまし ょ う 。 」
Ⅰヨハネ４：７

今月のテーマ聖句はもっとも美しく、そして、もっとも重い言葉です。この原語アガペー（αγα

пη）は気の合う人を好きになる愛とはちょっと違います。どちらかといえば母の愛に近い愛です。無

私の愛です。この愛が人類の中に根付けば争いや戦争は起きません。

さて、パウロという 1 世紀の使徒はコリント人に宛てた手紙の中で次のように書き送っています。
「愛は寛容・親切。愛は人を妬まず、人に自慢せず、高慢にならない。非礼を行わず、怒らず、人

の悪を批判せず、自分の利益追求をしない。愛は不正をさけ、善を求む。愛はすべてを我慢し、耐

え忍ぶ。それでいて希望を失わない。これがアガペー（αγαпη）愛である。」愛の意味づけとも

いえる徳目ではないでしょうか。

以上のすべてが実行できなくても、まずは自分にできることから、生活の中で意識し、実行してみ

ましょうか。 きっと、すばらしい「愛の実」を結びますよ。 前理事長 池田公榮


